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市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・

林
野
庁
は
９
月
29
日
、
２
０

２
２
年
の
木
材
需
給
表
を
公
表

し
た
。
22
年
の
総
需
要
量
は
８

５
０
９
万
４
０
０
０
立
方
㍍
（

前
年
比
３
・
６
％
増
）
で
、
２

年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。
製

材
、
合
板
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ

用
材
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
燃

料
材
が
前
年
比
18
％
増
と
２
年

連
続
で
大
き
く
伸
び
た
。
燃
料

材
は
国
産
が
約
10
％
増
、
輸
入

が
32
％
増
加
。
そ
の
た
め
総
需

要
の
国
内
生
産
は
13
年
連
続
で

増
加
し
た
。
た
だ
輸
入
燃
料
材

が
２
年
連
続
で
30
％
増
と
な
っ

た
た
め
、
木
材
自
給
率
は
40
・

７
％
と
２
年
連
続
で
減
少
し
た
。

燃
料
材
が
総
需
要
量
を
押
し

上
げ
、
８
５
０
０
万
立
方
㍍
を

超
え
る
の
は
06
年
以
来
16
年
ぶ

木材自給率辛うじて4割台
22年の木材供給 林野庁

り
に
な
る
。
内
外
産
の
燃
料
材

が
１
７
３
９
万
立
方
㍍
（
同
18

％
増
、
２
６
５
万
立
方
㍍
増
）

と
な
り
、
こ
の
増
加
量
が
総
需

要
量
の
増
加
量
の
大
半
を
占
め

て
い
る
。

21
年
は
持
ち
家
の
住
宅
着
工

が
同
約
10
％
増
と
な
り
、
建
築

用
材
（
製
材
・
合
板
）
の
需
要

量
も
約
10
％
増
加
し
た
。
ま
た

21
年
春
か
ら
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
製
材
・
合
板
製
品
が

不
足
し
、
数
量
を
補
お
う
と
す

る
動
き
か
ら
22
年
も
建
築
用
材

の
需
要
量
は
横
ば
い
で
推
移
し

た
。そ

の
な
か
で
21
年
か
ら
輸
入

燃
料
材
が
大
き
く
伸
び
始
め
た
。

21
年
の
輸
入
燃
料
は
同
39
％
増

の
５
３
９
万
立
方
㍍
、
22
年
は

同
32
％
増
の
７
１
３
万
立
方
㍍

と
増
加
し
た
。
ま
た
国
産
の
燃

料
材
も
21
年
の
同
約
５
％
増
（

９
３
５
万
立
方
㍍
）
に
対
し
、

22
年
は
同
約
10
％
増
（
１
０
２

６
万
立
方
㍍
）
と
、
燃
料
用
チ

ッ
プ
と
し
て
は
初
め
て
１
０
０

０
万
立
方
㍍
を
超
え
た
。

輸
入
燃
料
材
の
80
％
が
木
質

ペ
レ
ッ
ト
で
10
％
が
燃
料
用
チ

ッ
プ
、
10
％
が
木
炭
に
な
る
。

21
年
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
70
％

だ
っ
た
。
国
産
燃
料
材
は
99
％

が
燃
料
用
チ
ッ
プ
に
な
る
。

建
築
用
材
等
（
製
材
、
合
板

）
の
総
需
要
量
は
３
６
０
８
万

立
方
㍍
（
同
１
・
１
％
減
）
で
、

自
給
率
は
49
・
５
％
（
同
１
・

５
㌽
増
）
と
増
加
し
た
。
非
建

築
用
材
等
（
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
、

燃
料
材
な
ど
）
は
４
９
０
１
万

立
方
㍍
（
同
７
・
３
％
増
）
で
、

自
給
率
は
34
・
２
％
（
同
１
・

３
㌽
減
）
。

総
需
要
量
（
８
５
０
０
万
立

方
㍍
）
に
占
め
る
国
内
消
費
量

（
８
２
０
０
万
立
方
㍍
）
の
内

訳
は
、
製
材
用
材
32
％
、
合
板

用
材
12
％
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ

用
材
35
％
、
燃
料
材
21
％
。
総

供
給
量
（
８
５
０
０
万
立
方
㍍

）
の
う
ち
、
国
内
生
産
量
（
３

４
６
２
万
立
方
㍍
）
の
内
訳
は

用
材
丸
太
70
％
、
燃
料
材
30
％
。

輸
入
量
（
約
５
０
０
０
万
立
方

㍍
）
の
内
訳
は
用
材
丸
太
７
％
、

製
材
品
20
％
、
合
板
等
９
％
、

木
材
パ
ル
プ
10
％
、
用
材
チ
ッ

プ
等
40
％
、
燃
料
材
14
％
に
な

る
。

住
宅
生
産
連
合
会
（

住
団
連
）
は
、
「
２
０

２
２
年
度
戸
建
て
注
文

住
宅
の
顧
客
実
態
調
査

」
を
取
り
ま
と
め
た
。

戸
建
て
注
文
の
延
床
面

積
縮
小
、
平
均
建
築
費

の
上
昇
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
顧
客
増
は
、
世

帯
平
均
年
齢
が
40
・
６

歳
（
前
年
度
比
０
・
７

歳
増
）
、
世
帯
人
数
３

・
07
人
（
同
０
・
07
人

減
）
と
、
年
齢
上
昇
と

世
帯
人
数
減
少
の
傾
向

が
あ
る
。
地
域
別
で
は
、

東
京
圏
が
43
・
１
歳
で

最
も
高
い
。
ま
た
、
世

帯
主
年
齢
は
例
年
通
り

30
代
の
割
合
が
高
か
っ

た
。平

均
住
宅
取
得
費
（

建築費上昇、顧客の資金傾向等明らかに
戸建注文住宅の顧客実態調査 住団連

名
古
屋
地
区
内
で
は
国
産
材
の
素

材
出
荷
に
勢
い
が
な
く
、
役
物
取
り

の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
米
松

製
品
の
不
足
を
見
越
し
た
仮
需
が
一

部
で
発
生
し
て
い
る
が
、
実
需
の
弱

さ
か
ら
不
足
の
顕
在
化
は
先
と
見
ら

れ
る
。
針
葉
樹
合
板
は
、
減
産
と
流

通
在
庫
減
少
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
。

国
産
材
素
材
は
、
価
格
低
迷
や
荒

天
に
よ
る
伐
採
作
業
の
遅
れ
な
ど
か

ら
例
年
に
比
べ
る
と
伐
り
旬
で
も
出

荷
に
勢
い
が
な
い
。
地
区
内
で
並
材

を
挽
く
製
材
工
場
で
原
木
不
足
を
訴

え
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
桧
中
目
な

ど
役
物
取
り
は
不
足
。
地
方
の
市
場

で
は
「
今
後
の
集
荷
増
に
は
価
格
回

復
が
不
可
欠
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

国
産
材
製
品
市
況
は
底
ば
い
だ
が
、

大
手
市
場
関
係
者
は
価
格
の
底
打
ち

を
指
摘
。
役
物
製
品
を
挽
く
工
場
は
、

秋
以
降
の
素
材
集
荷
を
課
題
に
挙
げ

る
。
ま
た
、
米
松
製
品
の
供
給
減
少

の
影
響
で
桧
と
杉
タ
ル
キ
の
仕
入
れ

価
格
が
上
が
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か

国産材素材は役物取りが不足 名古屋地区

建
築
費
と
土
地
代
合
計

）
は
、
６
３
７
０
万
円

（
同
５
８
７
万
円
増
）

と
大
き
く
増
加
。
平
均

建
築
費
用
も
４
２
２
４

万
円
（
同
４
０
８
万
円

増
）
で
前
年
度
か
ら
増

加
し
た
。
こ
れ
ら
費
用

は
近
年
、
上
昇
が
顕
著

だ
。
建
築
費
の
１
平
方

㍍
当
た
り
の
単
価
も
34

・
２
万
円
で
、
前
年
度

か
ら
３
・
６
万
円
上
昇

し
た
。

収
入
や
建
築
資
金
等

に
つ
い
て
は
、
平
均
世

帯
年
収
は
１
０
６
８
万

円
（
同
75
万
円
増
）
だ

が
、
贈
与
額
が
１
１
１

７
万
円
（
同
４
２
１
万

円
減
）
。
一
方
、
自
己

資
金
は
１
９
１
５
万
円

（
同
４
３
４
万
円
増
）
、

借
入
金
５
４
７
３
万
円

（
同
５
０
６
万
円
増
）
。

建
築
費
上
昇
に
対
し

て
、
自
己
資
金
や
借

入
金
の
増
額
で
対
処

し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
傾
向
が
表
れ
た
。

ま
た
、
延
べ
床
面

積
が
１
２
３
・
６
平

方
㍍
（
同
０
・
９
平

方
㍍
減
）
と
な
っ
た
。

延
べ
床
面
積
の
抑
制

も
、
建
築
費
な
ど
の

上
昇
へ
の
対
処
と
見

ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
住
宅

の
設
備
や
性
能
に
つ

い
て
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
検

討
の
有
無
に
関
し
「

Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
し
た
」
と

の
回
答
が
41
・
５
％

（
同
13
・
６
㌽
増
）

で
大
き
く
伸
び
た
。

設
備
や
建
材
に
お
い

て
顧
客
の
関
心
が
高

か
っ
た
の
は
「
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
」
「

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ

ー
外
壁
」
と
な
っ
た
。

技
術
的
に
関
心
が
高

か
っ
た
の
は
「
構
造

シ
ス
テ
ム
（
免
振
・

制
振
な
ど
）
」
だ
っ

た
。同

調
査
は
、
住
団

連
が
２
０
０
０
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

戸
建
て
注
文
の
顧
客

ニ
ー
ズ
の
変
化
把
握

を
目
的
と
し
て
、
顧

客
層
、
資
金
等
、
住

宅
計
画
、
社
会
情
勢

の
影
響
な
ど
様
々
な

項
目
に
つ
い
て
調
査

す
る
。
22
年
度
の
有

効
サ
ン
プ
ル
数
は
３

２
２
２
件
だ
っ
た
。

れ
る
が
、
代
替
需
要
の
顕
在
化
は
ま

だ
先
と
見
ら
れ
る
。

欧
州
材
製
品
の
Ｗ
ウ
ッ
ド
間
柱
に

つ
い
て
外
材
問
屋
は
、
春
先
の
販
売

の
落
ち
込
み
か
ら
は
回
復
し
、
流
通

在
庫
の
適
正
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
。
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管
柱
は
国
内
挽

き
に
受
注
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
ラ

ミ
ナ
不
足
か
ら
生
産
量
が
伸
び
ず
、

不
足
を
指
摘
す
る
声
も
。
Ｒ
ウ
ッ
ド

集
成
平
角
は
、
今
後
の
中
国
木
材
の

米
松
平
角
の
供
給
状
況
次
第
で
は
採

算
改
善
の
可
能
性
が
あ
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
、
産
地
の
港
湾

ス
ト
や
山
火
事
に
中
国
木
材
の
工
場

火
災
が
加
わ
り
供
給
が
不
安
視
さ
れ

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
は

な
い
。
た
だ
、
Ｒ
ウ
ッ
ド
製
品
な
ど

一
部
の
代
替
品
で
仮
需
が
発
生
し
て

い
る
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合
板
は
、
川

下
の
在
庫
減
少
を
理
由
に
引
き
合
い

が
増
え
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
の
減
産

が
続
い
て
い
る
た
め
流
通
在
庫
は
増

え
て
お
ら
ず
、
価
格
は
保
合
。



２
０
２
３
年
８
月
の
新
設
住
宅
着

工
数
は
、
７
万
３
９
９
戸
（
前
年
同

月
比
９
・
４
％
減
）
で
３
カ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
た
。
８
月
実
績
は
持

ち
家
、
貸
家
、
分
譲
い
ず
れ
も
減
少
。

持
ち
家
は
２
万
９
９
４
戸
（
同
５

・
９
％
減
）
。
６
月
以
降
の
単
月
着

工
が
２
万
戸
台
に
回
復
し
て
い
る
も

の
の
、
前
年
同
月
割
れ
は
21
カ
月
連

続
で
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
い
な
い
。

貸
家
は
２
万
９
３
６
４
戸
（
同
６

・
２
％
減
）
で
、
２
カ
月
ぶ
り
に
前

年
同
月
を
下
回
っ
た
。
４
月
以
降
、

前
年
同
月
超
え
と
同
割
れ
が
交
互
と

な
っ
て
お
り
、
安
定
感
に
欠
け
る
。

分
譲
住
宅
は
１
万
９
５
８
７
戸
（

同
15
・
５
％
減
）
で
３
カ
月
連
続
の

減
少
。
２
桁
の
減
少
幅
は
２
カ
月
連

続
。
８
月
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
７
８
９

４
戸
（
同
26
・
４
％
減
）
と
低
調
だ

っ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

た
だ
、
戸
建
て
分
譲
も
１
万
１
５
８

９
戸
（
同
６
・
１
％
減
）
と
10
カ
月

連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
て
い
る
。

１
～
８
月
の
累
計
は
総
着
工
戸
数

が
54
万
８
０
９
９
戸
（
前
年
同
期
比

３
・
７
％
減
）
。
床
面
積
は
４
３
２

４
万
３
０
０
０
平
方
㍍
（
同
６
・
０

％
減
）
。

用
途
別
で
は
、
持
ち
家
が
15
万
１

９
３
７
戸
（
同
９
・
５
％
減
）
。
前

年
１
～
８
月
の
16
万
７
９
１
６
戸
（

同
９
・
２
％
減
）
よ
り
も
減
少
幅
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

貸
家
は
22
万
８
３
４
４
戸
（
同
１

・
２
％
増
）
で
、
前
年
に
比
べ
て
勢

い
は
落
ち
た
も
の
の
増
加
傾
向
は
継

続
し
て
い
る
。

分
譲
住
宅
は
16
万
４
５
５
３
戸
（

同
４
・
３
％
減
）
と
な
り
、
増
加
傾

向
だ
っ
た
前
年
か
ら
一
転
し
、
減
少

と
な
っ
た
。
戸
建
て
分
譲
９
万
１
５

９
９
戸
（
同
５
・
５
％
減
）
、
マ
ン

シ
ョ
ン
７
万
２
１
６
４
戸
（
同
２
・

９
％
減
）
と
、
い
ず
れ
も
減
少
し
て

い
る
。

持家、戸建分譲とも減少続く 8月新設住宅着工

国
土
交
通
省
は
９
月
25

日
、
「
建
築
物
の
販
売
・

賃
貸
時
の
省
エ
ネ
性
能
表

示
制
度
」
「
建
築
物
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
区
域
制
度
」
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し

た
。
同
日
、
両
制
度
に
関

す
る
省
令
・
告
示
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
動
き
。

建
築
物
の
販
売
・
賃
貸

時
の
省
エ
ネ
性
能
表
示
制

度
は
、
新
築
建
築
物
の
販

売
・
賃
貸
の
際
、
告
示
で

定
め
る
所
定
の
ラ
ベ
ル
を

用
い
て
省
エ
ネ
性
能
を
表

示
す
る
制
度
。
告
示
で
は
、

表
示
す
べ
き
事
項
や
遵
守

建築物省エネ性能表示制度等の
ガイドライン公表 国交省

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
制
度
の
詳
細
、

実
務
上
の
注
意
点
な
ど
を

解
説
し
て
い
る
。

建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
制

度
は
、
市
町
村
が
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
の
設
置
促

進
区
域
な
ど
を
促
進
計
画

と
し
て
定
め
る
こ
と
で
、

該
当
区
域
内
で
の
新
築
な

ど
の
際
に
建
築
士
か
ら
建

築
主
に
対
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
に

関
す
る
説
明
義
務
を
課
す

も
の
。
加
え
て
、
容
積
率

や
高
さ
制
限
と
い
っ
た
建

10
月
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
受

注
量
は
前
年
同
月
比
３
・
３
㌽

増
で
、
前
月
比
も
２
・
８
㌽
増

で
い
ず
れ
も
小
幅
増
加
と
な
っ

た
。
夏
過
ぎ
ま
で
、
手
応
え
が

な
い
状
態
が
長
く
続
い
て
い
た

が
、
９
月
受
注
か
ら
前
年
並
み

の
忙
し
さ
ま
で
回
復
し
、
10
月

も
そ
の
流
れ
が
続
い
て
い
る
。

た
だ
実
需
動
向
の
先
は
読
み
づ

ら
く
、
繁
忙
を
指
摘
す
る
プ
レ

カ
ッ
ト
会
社
で
も
、
年
内
ま
で

は
継
続
す
る
と
し
て
も
来
年
は

不
透
明
と
し
て
い
る
。

全
国
プ
レ
カ
ッ
ト
25
社
を
対

象
に
し
た
稼
働
状
況
調
査
に
よ

る
と
、
10
月
の
地
域
別
受
注
平

均
は
95
・
５
％
（
前
年
同
月
比

３
・
３
㌽
増
）
と
小
幅
増
に
な

っ
た
。
今
年
の
受
注
平
均
（
単

月
）
で
90
％
台
は
７
月
と
９
月

の
２
カ
月
の
み
だ
っ
た
が
、
10

月
度
も
引
き
続
き
90
％
台
を
維

持
し
、
例
年
の
よ
う
に
秋
口
か

ら
あ
る
程
度
需
要
が
出
て
い
る
。

た
だ
し
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

側
で
は
忙
し
さ
が
一
過
性
と
の

声
が
目
立
っ
て
い
る
。
「
10
月

分
は
前
年
同
等
の
受
注
を
確
保

で
き
そ
う
だ
が
、
住
宅
は
年
内

で
一
息
つ
き
そ
う
」
（
関
西
）
、

「
集
合
住
宅
は
ま
ず
ま
ず
だ
が
、

住
宅
全
般
は
９
月
比
較
で
大
き

く
回
復
し
て
い
る
気
配
は
な
い

」
（
関
東
）
、
「
10
月
受
注
は

と
り
あ
え
ず
増
え
て
き
て
い
る

が
、
先
に
期
待
で
き
な
い
」
（

同
）
と
指
摘
し
て
需
要
の
底
が

浅
い
と
見
て
い
る
。

ま
た
、
短
期
的
で
も
あ
る
程

度
忙
し
い
会
社
が
あ
る
一
方
で
、

「
手
応
え
全
く
な
し
」
「
状
況

が
良
く
な
る
雰
囲
気
が
な
い
」

（
関
東
）
、
「
戸
建
て
は
低
調

」
（
中
部
、
関
西
、
中
国
）
と

明
暗
を
分
け
る
声
も
あ
っ
た
。

受注量、前年並みまで回復 10月のプレカット調査

こ
れ
ら
加
工
枠
が
埋
ま
ら
な

い
会
社
は
、
無
理
な
受
注
獲
得

よ
り
収
益
性
重
視
の
営
業
方
針

も
あ
る
と
見
ら
れ
る
た
め
一
概

に
好
不
調
を
判
断
し
づ
ら
い
。

こ
れ
ま
で
は
受
注
獲
得
競
争
と

集
成
材
を
筆
頭
に
木
材
・
合
板

の
値
下
が
り
で
プ
レ
カ
ッ
ト
販

売
価
格
も
弱
か
っ
た
が
、
資
材

価
格
の
底
打
ち
で
さ
す
が
に
端

境
期
に
あ
る
。

特
に
電
気
代
や
人
件
費
の
高

騰
な
ど
加
工
コ
ス
ト
は
引
き
続

き
上
昇
傾
向
で
、
９
月
か
ら
改

め
て
坪
５
０
０
円
以
上
の
加
工

賃
量
を
打
ち
出
し
た
り
、
米
松

Ｋ
Ｄ
か
ら
の
樹
種
変
更
を
て
こ

に
プ
レ
カ
ッ
ト
の
値
上
げ
に
つ

な
げ
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

一
方
、
老
健
施
設
や
幼
保
園
、

事
務
所
な
ど
の
非
住
宅
低
層
木

造
需
要
は
都
市
部
に
限
ら
ず
各

地
で
あ
り
、
工
場
稼
働
率
が
比

較
的
高
い
と
こ
ろ
は
こ
う
い
っ

た
住
宅
以
外
の
仕
事
を
確
保
し

て
い
る
。
「
10
月
は
畜
舎
関
係

が
集
中
し
て
い
る
」
（
東
北
）
、

「
非
住
宅
の
仕
事
は
結
構
あ
る

」
（
中
部
）
、
「
住
宅
は
年
内

ま
で
、
非
住
宅
は
年
明
け
も
継

続
」
（
関
西
）
と
今
後
へ
の
期

待
感
が
出
て
い
る
。

な
お
、
11
月
見
積
も
り
は
89

・
６
％
（
前
年
同
月
比
２
・
６

㌽
減
）
で
前
月
比
２
・
３
㌽
増
。

足
元
は
忙
し
さ
が
あ
っ
て
も
「

10
月
が
ピ
ー
ク
」
「
11
月
ま
で

」
「
年
内
ま
で
」
と
い
っ
た
目

先
の
需
要
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
が
、
大
手
な
ど
の
資
材
調
達

は
必
要
量
を
定
期
的
に
購
入
し

て
い
る
。
一
部
の
米
松
製
品
（

構
造
、
羽
柄
）
の
代
替
を
除
け

ば
、
大
方
は
当
用
買
い
で
や
り

過
ご
し
て
い
る
状
況
も
継
続
し

て
い
る
。

築
物
の
形
態
規
制
の
特

例
許
可
を
可
能
と
す
る

制
度
だ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

市
町
村
に
よ
る
制
度
活

用
を
支
援
す
る
た
め
の

実
務
者
向
け
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

両
制
度
と
も
、
２
０

２
４
年
４
月
に
予
定
す

る
改
正
建
築
物
省
エ
ネ

法
一
部
施
工
に
伴
う
も

の
だ
。

詳
細
は
特
設
サ
イ
ト

を
参
照
。
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住
宅
実
需
は
多
少
回

復
し
て
き
た
が
、
当
地

域
の
基
盤
で
あ
る
注
文

住
宅
の
需
要
は
低
調
な

ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
、

新
規
受
注
が
あ
ま
り
伸

び
て
お
ら
ず
、
工
場
間

の
仕
事
格
差
も
大
き
い
。

ま
と
ま
っ
て
い
た
非
住

宅
の
仕
事
も
年
度
内
完

工
分
が
終
わ
る
た
め
ほ

ぼ
頭
打
ち
と
見
ら
れ
る
。

木
材
市
況
は
、
価
格

は
底
打
ち
し
た
も
の
の
、

需
要
の
回
復
感
は
乏
し

く
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ

値
上
げ
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
米
材
製
品
で
は

流
通
量
が
少
な
い
米
松

Ｋ
Ｄ
小
割
材
が
強
含
み

で
推
移
。
欧
州
材
Ｗ
ウ

ッ
ド
製
品
は
底
打
ち
し

た
が
、
新
規
の
手
当
て

が
伸
び
ず
荷
動
き
は
迫

力
不
足
だ
。

輸
入
合
板
は
入
荷
の

名古屋商況

減
少
傾
向
に
よ
り
薄
物

や
型
枠
が
品
不
足
と
な

り
、
円
安
コ
ス
ト
高
で

価
格
維
持
は
難
し
く
な

っ
て
き
た
。
国
産
材
製

品
は
横
ば
い
だ
が
、
タ

ル
キ
関
係
は
米
松
製
品

の
供
給
減
で
回
復
感
が

出
て
い
る
。

東
海
４
県
の
８
月
新

設
住
宅
着
工
戸
数
は
８

９
８
０
戸
（
前
年
同
月

比
１
・
７
％
減
）
で
３

カ
月
ぶ
り
の
減
少
に
。

持
ち
家
は
３
１
７
４
戸

（
同
３
・
８
％
減
）
で

18
カ
月
連
続
の
減
少
と

低
調
ペ
ー
ス
が
続
い
て

い
る
。
分
譲
住
宅
は
２

５
９
２
戸
（
同
０
・
７

％
減
）
で
２
カ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
は
前
年
同

月
実
績
よ
り
大
幅
に
増

え
て
い
る
が
、
戸
建
て

住
宅
は
減
少
が
続
い
て

い
る
。

矢
野
経
済
研
究
所
に
よ
る

国
内
中
古
市
場
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
の

不
動
産
会
社
等
が
リ
フ
ォ
ー

ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
後
に

販
売
す
る
中
古
住
宅
の
買
取

・
再
販
市
場
規
模
は
、
成
約

戸
数
ベ
ー
ス
で
推
計
４
万
１

０
０
０
戸
に
拡
大
し
た
。

主
な
要
因
は
新
築
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
価
格
高
騰
に
伴

う
割
安
な
中
古
住
宅
の
需
要

増
に
あ
る
と
い
う
。
今
後
も

市
場
規
模
は
拡
大
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
今
の

物
価
上
昇
に
よ
り
購
買
へ
の

考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
だ

け
に
、
新
築
主
体
の
住
宅
供

給
の
仕
組
み
も
変
革
期
を
迎

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
は
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
て
再

利
用
し
て
い
く
潮
流
が
さ
ら

に
顕
在
化
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
住
資
材
も
形
を
変

え
た
需
要
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

中古住宅市場拡大 矢野経済研究所


